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 2 0 0 5 年 に 施 行 さ れ た「特 定 外来 生 物 に よ る 生 態 系等 に 係 る 被害 の 防 止 に 関 す
る 法 律 」（ 以 下 、外 来 生 物法 ）に よ り 、緑 化 工 事 で 常 用 さ れて きた 外 国 産 の 牧 草

類 を 主 体 と し た 外 来 緑化 植 物 の使 用 が 自 粛 さ れ 、 代 わり に 在 来種 と 同 種 で あ る

と い う 名 目 で 近 隣 ア ジア 諸 国 から 輸 入 さ れ た 外 国 産 在来 種 が 、日 本 国 内 の 在 来

種 に 対 し 遺 伝 的 攪 乱 を引 き 起 こす と い う 事 態 を 招 い てき た 。 本研 究 は 、 自 然 環

境 に 囲 ま れ た 山 間 地 域で の 建 設工 事 や 、 発 電 所 等 の 広大 な 緑 地管 理 に 外 来 緑 化

植 物 を 使 用 し て き た 、巨 大 設 備産 業 で あ る 電 力 会 社 が、 外 来 生物 法 に 伴 う 緑 化

植 物 の 取 り 扱 い と い う課 題 に 対し 、 環 境 保 全 と 経 済 性の 両 立 とい う 視 点 で 取 り

組 ん だ 研 究 を ま と め 、今 後 の 適切 な 利 用 に つ い て 方 向性 を 示 した も の で あ る 。

以 下 に 各 章 の 要 点 を整 理 し た 。  
【 第 1 章 】  
外 来 生 物 法 の 付 帯 決議 に 基 づ き公 表 さ れ た 要 注 意 外来 生 物 の 4 番 目 の カ テ ゴ

リ ー と し て 、「別 途 総 合 的 な取 組み を 進 め る 外 来 生 物（ 緑 化 植 物）」 が リ ス ト に

挙 げ ら れ 、 緑 化 業 界 は外 来 緑 化植 物 の 使 用 を 自 粛 し た。 電 力 会社 も 緑 化 工 事 や

緑 地 管 理 に こ れ ら の 外来 緑 化 植物 を 利 用 し て い る こ とか ら 、 本研 究 で は 、 生 物

多 様 性 に 配 慮 し た 緑 化へ の 取 り組 み を 「 外 来 緑 化 植 物の 有 用 性と 生 態 系 に 対 す

る 影 響 」 と 「 生 物 多 様性 の 配 慮と 事 業 性 の 両 立 」 の 二つ 視 点 で論 じ 、 今 後 の 方

向 性 を 検 討 す る こ とと し た 。  
【 第 2 章 】  
外 来 緑 化 植 物 の 有 用 性に 関 す る評 価 で は 、 速 や か に 緑地 を 形 成し 安 定 し た 被

度 を 保 ち 、 雑 草 抑 制効 果 の 高 い植 物 と し て 、 寒 地 型イ ネ 科 2 種 、 暖 地 型 イ ネ 科



3 種 、 マ メ 科 2 種 、 そ の他 景 観 植物 1 種 の 合 計 8 種 を有 望 種 と して 選 抜 し た 。
こ れ ら を 組 み 合 わ せ た混 播 で は、 寒 地 型 イ ネ 科 、 暖 地型 イ ネ 科、 マ メ 科 そ の 他

か ら 各 1 種 以 上 を 組 合 せ た 3 種 混 合 以 上 を 基 本 と する こ と で 、雑 草 の 発 生 を 防
ぎ 維 持 管 理 の 容 易 な 緑地 を 形 成で き グ ラ ウ ン ド カ バ ー植 物 と して 高 い 有 効 性 を

示 し た 。 混 播 し た 各 植物 は 、 長期 的 に は 植 物 間 の 競 合の 結 果 、優 占 種 と 衰 退 し

て い く 種 に 分 か れ 、 特に 、 バ ーズ フ ッ ト ト レ フ ォ イ ルは 優 占 する 頻 度 が 高 く 、

雑 草 抑 制 率 も 常 に 高 い値 を 示 した 。 バ ー ズ フ ッ ト ト レフ ォ イ ルに は 、 非 常 に 強

い ア レ ロ パ シ ー 活 性 が確 認 さ れ、 そ の 物 質 が シ ア ン 化水 素 で ある こ と を 明 ら か

に し た 。 一 方 、 こ の よう に 侵 略性 が 危 惧 さ れ る 植 物 でも 植 物 間の 競 合 関 係 を 利

用 す れ ば 制 御 可 能 であ る こ と が示 唆 さ れ た 。  
【 第 3 章 】  
施 工 後 8～ 4 4 年 経 過 し た 送 電 鉄塔 の 建 設 地 か ら 、 7 種 群 の 外来 緑化 植 物 の 逸

出 を 確 認 し た が 、 繁 茂状 況 は 年数 が 経 過 す る と と も に低 下 し て在 来 種 へ の 置 き

換 え が 進 み 、 4 0 年 を 過 ぎ て 残 って い る も の は な か った 。ま た、逸 出 は 、施 工 地
か ら 日 当 た り の 良 い開 け た 場 所ま で の 距 離 が 2 5 m 以 内 の 場 所 に限 ら れ て い た。 
【 第 4 章 】  
外 来 生 物 法 の 制 定 を 受け 、 4 省 庁 合 同 の 緑 化 植 物 に 関す る 調 査が 実 施 さ れ 、

各 省 庁 は 指 針・手 引 き を 定め た 。「 外 来 種 被 害 防 止 行 動 計 画 」で は、要 注 意 外 来

生 物 の 概 念 が な く な り新 た に 産業 管 理 外 来 種 と し て 外来 緑 化 植物 の 利 用 が 容 認

さ れ た 。「 自然 公 園 に お ける 法 面緑 化 指 針 」で は 代 替と し て 地 域 性種 苗 の 利 用 が

推 奨 さ れ た が 、利用 に あ た っ ては相 当 の 準 備 期 間 と 費用 を 要 す る指 針 と な っ た。

こ れ ら 省 庁 の 動 き を概 説 し 事 業者 と し て の 課 題 を 整理 し た 。  
【 第 5 章 】  
在 来 草 本 1 0 種 に つ い て、 葉 緑 体 D N A ハ プ ロ タ イ プ の 地 理 的 分 布を も と に 地

域 性 を 評 価 し た と こ ろ、 4 種 で は 国 内 で 地 域 に よ る 遺伝 的 差 異が ほ と ん ど 検 出
さ れ な か っ た 。残 り 4 種 は 2～ 4 グ ル ー プ に 分 か れ 、多 く の ハ プ ロタ イ プ が 全 国
に 混 在 し た の は 2 種 の み で あ った 。こ の 結 果 か ら は、「 自然 公 園に お け る 法 面 緑
化 指 針 」 で 示 さ れ た 流域 を 主 体と し た 地 域 性 種 苗 の 採取 範 囲 を大 き く 超 え る 範

囲 か ら 種 子 を 調 達 して も 、 遺 伝的 攪 乱 が 起 き な い 可能 性 が 示 唆さ れ た  
【 第 6 章 】  
外 来 緑 化 植 物 の 多 く は早 期 に 緑化 面 の 安 定 を 図 り そ の後 の 維 持管 理 費 用 も 大

き く 削 減 で き る こ と から 、 経 済的 メ リ ッ ト が 大 き い 。外 国 産 在来 種 の 流 入 を 防

ぎ 、 産 業 管 理 外 来 種 とし て 活 用が 認 め ら れ た 外 来 緑 化植 物 を うま く 使 っ て い く

こ と は 、 生 物 多 様 性 保全 の 面 から も 企 業 活 動 の 面 か らも 望 ま しい 。 緑 化 植 物 の

適 切 な 管 理 に つ い て の知 見 を 深め 、 環 境 へ の 負 荷 を 低減 し な がら 有 効 利 用 す る

手 法 の 開 発 を 進 め て いく こ と が重 要 で あ る 。 ま た 本 研究 で は 、遺 伝 子 情 報 の 研

究 が 進 め ば 、 地 域 性 種苗 の 調 達範 囲 は 現 行 よ り 拡 大 可能 で あ るこ と が 示 唆 さ れ

た 。 緑 化 と い う 分 野 で生 物 多 様性 の 保 全 施 策 を 推 進 して い く ため に は 、 行 政 と

業 界 が 一 体 と な り 、 各施 策 を 経済 活 動 の 一 環 と し て 無理 な く 実施 す る た め の 仕

組 み づ く り を 進 め るこ と が 重 要で あ る 。  


